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流山市長

眉山　俊光

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

２
０
０
１
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
新
し
い
年
と
と
も
に
21
世
紀
の

幕
開
け
を
迎
え
、
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
は
、
不
透
明
な
経
済
情
勢
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
環
境
の
中
で
、
ま
さ
に

大
き
な
変
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21
世
紀
の
幕
開
け
を
、
市
民
の
皆
様
に
は
お
健

や
か
に
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
市
政
の
発
展
と
市
議
会
運

営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
情
報
化
、
国
際
化
の
進
展
な
ど

激
動
の
一
途
に
あ
り
、
こ
の
対
応
に
行
政
需
要
は

市
民
と
行
政
と
で
つ
く
ろ
う

我
が
ま
ち
流
山
を

21
世
紀
の
流
山
の
創
造
を

市
民
と
と
も
に

流山市議会議長

山崎　調造

ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
し
て
お
り
、
本
市
の
行

財
政
運
営
も
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
昨
年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
た

21
世
紀
を
展
望
し
た
「
流
山
市
総
合
計
画
」
で
は
、

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
価
値
あ
る
流
山
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
行
政

と
が
一
体
と
な
っ
た
諸
事
業
が
実
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
生
活
の
安

定
と
、
活
気
溢
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
今
後
と
も
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

た
状
況
は
、
地
方
自
治
体
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
変
革
の
時
こ
そ
21
世
紀
の
流
山
の
未

来
を
築
く
、
千
載
一
遇
の
機
会
と
捉
え
、
真
の
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
都
市
、
流
山
の
創
造
の
た
め
、

渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
多
く
の
市
民
参
加
の

も
と
、
市
民
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

流
山
市
の
将
来
都
市
像
「
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
を
活
か
し
、
市
民
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
、『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
価
値
あ
る
流
山
』」

の
実
現
を
目
指
し
、
21
世
紀
の
流
山
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
、
本
年
そ
し
て
21
世
紀

が
輝
か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

１／４�
・５�

江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

１／13�

作ってみよう
｢指編みマフラー｣

かるた取り大会

ジャンボかるた取り大会

１／20�

１／20�

どんど焼き

１／20� ドッジボール大会

１／９�

毛糸を使った工作

宝さがしと焼き芋会

１／13�
～20�

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 

【
書
道
展
（
４
日
�
〜
31
日
�
）】

市
文
化
協
会
書
道
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
四
季
の
花
々
展
（
９
日
�
〜
12
日
�
）】

「
新
世
紀
」
を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童セン
ターへお問い合わせください

今月の催し物
平成13年４月１日採用予定の流山市職員（機
械管理員、土木補修員および調理師。募集人員
はいずれも若干名）の受験の申し込みを１月11
日まで受け付けています。
受験手続、受験資格、試験日程等については、
広報ながれやま12月15日号をご覧になるか、人
事課までお問い合せください。
□問人事課�50―６０６８

市職員を募集中

★
新
春
豚
汁
と
み
ん
な
で
走
ろ

う
会
パ
ー
ト
31

市
教
育
委
員
会
と
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
で

は
、
今
月
七
日
に
「
�
新
春
�
豚

汁
と
み
ん
な
で
走
ろ
う
会
パ
ー
ト

31
」
を
、
東
深
井
地
区
公
園
で
開

き
ま
す
。

体
力
別
に
分
か
れ
て
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
、「
走
る
の
は
ち
ょ
っ
と

苦
手
」
と
い
う
人
も
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
ク
ラ
ス
な
ど
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
た
あ

と
に
は
、
参
加
者
み
ん
な
で
豚
汁

を
食
べ
る
予
定
で
す
。

▽
日
時
＝
１
月
７
日
�
８
時
〜

10
時
（
受
け
付
け
は
７
時
40
分

〜
）
※
雨
天
中
止
▽
場
所
＝
東
深

井
地
区
公
園
▽
内
容
＝
２
キ
ロ
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
体
力
ア
ッ
プ
運
動
、

ク
ラ
ス
別
ウ
オ
ー
ク
・
ジ
ョ
グ
ほ

か
▽
参
加
費
＝
１
０
０
円
※
タ
オ

ル
、
着
替
え
持
参

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体
力
ア

ッ
プ
講
習
会

仕
事
の
後
の
運
動
で
い
い
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
も
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▽
日
程
＝
１
月
18
日
〜
３
月
22

日
の
木
曜
（
全
10
回
）
▽
時
間
＝

19
時
〜
20
時
30
分
▽
場
所
＝
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対

象
＝
50
歳
代
位
の
方
ま
で
▽
定

員
＝
50
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
１
月
４

日
か
ら
電
話
で
社
会
体
育
課
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
★
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
体

こ
と
し
成
人
を
迎
え
る
若
者

の
新
し
い
門
出
を
祝
う
「
二
十

歳
を
祝
う
つ
ど
い
」（
成
人
式
）

を
、
今
月
八
日
�
午
前
十
時

（
受
け
付
け
は
九
時
三
十
分
〜
）

か
ら
文
化
会
館
で
開
催
し
ま

す
。今

回
成
人
式
を
迎
え
る
方

実
戦
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練

を
披
露

消
防
の
事
始
め
を
祝
う
新
春

恒
例
の
「
消
防
出
初
式
」
を
今

な
つ
か
し
い
友
と
の
再
会
も
…

新
春
の
大
空
に
飛
ん
で
い
け
ー

親
子
た
こ
あ
げ
大
会
（
市
青

少
年
育
成
会
議
主
催
）
が
今
月

二
十
一
日
、
江
戸
川
河
川
敷
野

球
場
で
開
か
れ
ま
す
。

市
販
の
た
こ
で
も
参
加
で

き
、
た
こ
の
揚
が
り
具
合
や
出

来
具
合
を
競
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た

手
作
り
だ
こ
を
対
象
に
し
た
団

体
賞
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
あ
た
た
か
い

豚
汁
と
も
ち
の
無
料
配
布
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
＝
１
月
21
日
�
10

★
印
の
あ
る
も
の
は 

　
市
主
催
の
も
の
で
す
。 

EVENT

私
た
ち
は
、
平
和
と
繁
栄
を
市
民
憲
章
に
う
た
い
、「
豊
か
で

活
力
の
あ
る
文
化
都
市
」
流
山
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
国
は
、
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被
爆
国
と
し
て
、

広
島
・
長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被
爆
者
の
苦
し
み
を
す
べ
て
の

人
び
と
に
訴
え
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
恒
久
平
和
を
達
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
精
神
に
の
っ
と
り
、
武
力

に
よ
る
紛
争
を
な
く
し
非
核
三
原
則
を
ま
も
り
、
す
べ
て
の
核

兵
器
を
す
て
る
こ
と
を
訴
え
、
世
界
平
和
確
立
の
た
め
、
こ
こ

に
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日

流
山
市

平
和
都
市
宣
言

市の人口と予算
【人口・世帯】〈12月１日現在〉
◎合計＝ 151,215人 （前月比32人増）
◎　男＝ 75,093人 （ 同　17人増）
◎　女＝ 76,122人 （ 同　15人増）
◎世帯＝ 53,877世帯（ 同68世帯増）
【予　算】〈12月１日現在〉
◎一 般 会 計＝35,031,864千円
◎特別・企業会計＝31,096,025千円

東葛飾地区の６市長（流山市、松戸市、柏市、野田市、我孫子

市、鎌ケ谷市）が、県知事を囲み、平成13年のビジョンや課題を語

る新春恒例の特別番組「東葛６市長新春に語る」が、１月２日�

（午前９時45分～10時55分）、千葉テレビ（46ch）で放送されます。

ぜひ、ご覧ください。

東葛6市長 新春に語る東葛6市長 新春に語る

成　人　式 成　人　式 

親子たこあげ大会 親子たこあげ大会 

時
30
分
（
受
け
付
け
は
10
時
〜
）

〜
12
時
30
分
▽
場
所
＝
江
戸

川
河
川
敷
野
球
場
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
青

少
年
課
へ
※
当
日
参
加
も
可

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０

７

成　人　式 成　人　式 

月
十
三
日
、
文
化
会
館
で
行
い

ま
す
。

当
日
は
、
市
消
防
職
員
や
消

防
団
員
な
ど
約
六
百
人
と
消
防

車
両
三
十
四
台
が
参
加
し
、
消

防
訓
練
の
演
技
を
披
露
す
る
ほ

か
、
消
防
業
務
に
功
績
の
あ
っ

た
方
の
表
彰
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
当

日
午
前
七
時
、
市
内
一
斉
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
、
�
火
災

予
防
�
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
火
災
発
生

と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
１
月
13
日
�
10

時
〜
（
消
防
演
技
は
11
時
25

分
頃
〜
）
▽
会
場
＝
文
化
会
館

□問
消
防
本
部
消
防
総
務
課
�

58
―

０
１
１
９

※
い
ず
れ
も
会
場
は
駐
車
場

が
狭
い
の
で
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１

０
６

は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
同
五
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
市
内
で

は
二
千
七
十
人
が
成
人
と
な
り

ま
す
。

当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
す
で
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
届

い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
方
も
直
接
来
場
す
れ

ば
出
席
で
き
ま
す
。

一
茶
双
樹
記
念
館
で
は
、
新

成
人
に
限
り
、
当
日
の
観
覧
料

と
呈
茶
が
無
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
観
覧

は
、
十
六
時
五
十
分
ま
で
、
呈

茶
は
十
五
時
ま
で
）。
な
お
、

室
内
の
一
部
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
す
の
で
、
記
念
の
写
真
を

ど
う
ぞ
（
カ
メ
ラ
等
は
各
自
で

持
参
）。
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1月2日に
46chで放映

力
ア
ッ
プ
講
習
会

よ
り
健
康
的
な
か
ら
だ
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
65
歳
前
後
の
方

な
ど
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
の
体
育
指
導
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
方
も
合
わ
せ
て
募
集

し
ま
す
。

▽
日
程
＝
１
月
20
日
〜
３
月
24

日
の
土
曜
（
全
10
回
）
▽
時
間
＝

10
時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝
平

和
台
福
祉
会
館
▽
対
象
＝
65
歳
前

後
の
方
▽
定
員
＝
30
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

１
月
４
日
か
ら
電
話
で
社
会
体
育

課
へ□問

社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
第
21
回
新
春
百
人
一
首
か
る
た

会
＝
１
月
14
日
�
９
時
30
分

（
受
け
付
け
）
〜
、
初
石
公
民
館
。

競
技
の
部
（
市
長
杯
）
と
親
睦
の

部
。
参
加
費
２
０
０
円
、
昼
食
は

持
参
。
模
範
試
合
あ
り
□問
高
橋
�

54
―

６
９
８
０【ヂンガラ餅行事】

▽日時＝１月７日�13時～▽場所＝茂侶神社（三輪野山）
【鰭ケ崎おびしゃ行事】
▽日時＝１月20日�14時～▽場所＝雷神社（鰭ケ崎）
※見学は地元の方の迷惑にならないようマナーを守って

ください

市指定無形民俗文化財



（３） 平成13年１月１日（月曜日） 第９８５号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

13：00～16：00

９：00～17：00

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

毎週月～金曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

同相談室 
�58-1616

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

国保年金課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜 

今月は開催しません 

4日は除く※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 
※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  9：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

10：00～15：00毎月第３水曜 

毎週土・日曜 

※要電話予約 

毎月第３月曜 
※要電話予約 

10：00～15：00

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 10：00～15：00毎週火曜 
※要電話予約 

今月は開催しません 

〃 

今月は開催しません 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

保健センター  

保健センター  
南流山センター 

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で。 

も ぐもぐ教室  18日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

23日・24日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成12年9月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

16日・17日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

9日・10日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

31日　13：00～14：00 保健センター  

平成11年6月生まれの幼児対象 

平成９年10月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

31日　13：00～14：00

18日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
15日・22日・30日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

29日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（30日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。17日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

月曜コース 
22日・29日 

24日・31日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  25日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  25日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  12日・19日・26日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  

－日　10：00～15：00
東 部 公 民 館  －日　10：00～15：00
南流山福祉会館 

つ ば さ 学 園  

保健センター  

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

18日　９：30～11：30

南流山福祉会館 

南流山福祉会館 

南流山福祉会館 

－日　９：45～10：00

－日　９：45～11：00

25日　10：15～10：30
19日　９：45～10：00

26日　９：30～10：30

今月は開催しません 

東 部 公 民 館  30日　９：30～10：30

保健あんない

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かない
場合は保健センターへ問い合わせを

〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

相談あんない

休
日
の

救
急
医
療

年
始
（
一
月
一
日
〜
三
日
）

と
休
日
は
、
休
日
診
療
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
付
け
時
間
＝
９
時

〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

30
分
（
歯
科
は
11
時
30
分

ま
で
）
※
夜
間
は
市
内
の
医

療
機
関
が
当
番
制
で
診
療
。

当
番
医
は
あ
ら
か
じ
め
市
消

防
本
部
�
58
―

０
１
１
９
で

確
認
を

□問
休
日
診
療
所
�
55
―

３

４
５
６

銀
行 

初
石 

公
民
館 

ふ
れ
あ
い 

　
　
の
森 

東武野田線 至
豊
四
季 

初石駅 至
江
戸
川
台 

  休日診療所 
（保健センター内） 

流
山
郵
便
局 

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
と
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
「
選
挙
啓
発
書
き
初
め
」

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
書
き
初
め
は
、
お
正
月
に

合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
こ
と
し
も
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

成
人
に
な
る
と
多
く
の
権
利
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
同
時
に
義
務

も
生
じ
ま
す
。
国
民
年
金
へ
の
加

入
も
そ
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
運
営
し
て

い
る
制
度
で
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
の
と
き
は
老
後
の
生
活

な
ど
、「
ま
だ
ま
だ
先
」
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
必
ず
老
年
を
迎
え
、

国
民
年
金
は
、
老
後
生
活
の
所
得

保
障
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
い
人
生
の
間
に
は
①

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て

市
内
の
農
業
従
事
者
が
、
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を
得
る
た

め
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
行
わ

れ
て
い
る
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申

請
期
限
は
、
今
月
十
日
ま
で
で
す
。

十
二
月
に
配
布
し
た
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
家
組

合
長
を
通
じ
て
市
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
は
、
昭
和
56
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
、
ま
た
は
、
同
居
の
親
族
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

み
な
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▽
大
き
さ
＝
①
小
学
生
…
縦
83

㎝
×
横
21
・
５
㎝
②
中
学
生
…
縦

１
３
０
㎝
×
横
36
㎝
▽
テ
ー
マ
＝

小
学
１
年
生
…
ゆ
め
／
同
２
年
生

…
せ
い
け
つ
／
同
３
年
生
…
白
ば

ら
／
同
４
年
生
…
正
し
い
一
票
／

同
５
年
生
…
大
き
な
期
待
／
同
６

年
生
…
明
る
い
選
挙
／
中
学
１
年

生
…
投
票
参
加
／
同
２
年
生
…
国

民
主
権
／
同
３
年
生
…
民
主
政
治

▽
応
募
方
法
＝
作
品
に
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
を
自
筆
で
記
入
し
て
、

各
学
校
ご
と
に
応
募
者
名
簿
を
添

え
て
、
今
月
十
一
日
ま
で
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
▽
賞
＝

入
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
、
応
募
者

全
員
に
参
加
賞
※
応
募
作
品
は
選

挙
啓
発
に
活
用
し
ま
す
の
で
返
却

は
で
き
ま
せ
ん

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
50
―

６
１
０
０

農
業
委
員
の

選
挙
人
名
簿
登
載

国
民
年
金
に加

入
を

選
挙
啓
発
の

書
き
初
め
募
集

市民相談室 
�58-1616

【
相
談
内
容
】

私
の
家
と
隣
家
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
有
地
を
半
分
ず
つ
出

し
合
っ
て
、
公
道
に
出
る
四
メ

ー
ト
ル
幅
の
私
道
を
作
り
、
お

互
い
に
通
行
し
て
き
ま
し
た
。

調 停 に つ い て

い
る
方
。

□問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
�
50

―

６
１
０
２

し
ま
っ
た
②
夫
を
亡
く
し
て
母
子

世
帯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

│
な

ど
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
「
も
し
も
…
」
の
と

き
に
も
、
加
入
者
本
人
や
遺
族
の

支
え
に
な
り
ま
す
。

※
加
入
の
手
続
き
は
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
出
張
所
で

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１
１

０

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
隣
家
は
自

分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

私
道
に
五
〇
セ
ン
チ
も
は
み
出

す
よ
う
に
塀
を
作
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
引
っ
込
め
る
よ
う
に

話
を
し
て
も
聞
い
て
く
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

い
く
ら
誠
意
を
尽
く
し
て
話

し
て
も
解
決
し
な
い
場
合
に

は
、
調
停
を
利
用
す
る
の
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

調
停
は
、
裁
判
所
の
仲
介
に

よ
り
、
双
方
が
譲
り
合
い
の
精

神
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

実
情
に
即
し
た
紛
争
の
解
決
を

図
ろ
う
と
い
う
手
続
き
で
す
。

証
拠
調
べ
等
の
複
雑
な
訴
訟
技

術
は
要
求
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。
反

面
、
調
停
で
は
、
裁
判
所
が
ど

ち
ら
が
正
し
い
か
を
判
断
し
、

命
令
す
る
権
限
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
相
手
が
承
諾
し
な
い
限

り
、
こ
ち
ら
の
要
求
を
通
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。

手
続
き
は
、
調
停
を
求
め
る

趣
旨
、
紛
争
の
実
情
を
明
ら
か

に
し
、
相
手
方
の
住
所
地
の
簡

易
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
に
よ

り
始
ま
り
ま
す
。

申
し
立
て
が
あ
る
と
、
裁
判

所
は
調
停
期
日
を
決
め
て
双
方

を
呼
び
出
し
、
双
方
の
言
い
分

や
解
決
案
を
聞
い
て
、
こ
れ
を

調
整
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
解
決
案
を
考
え
な

が
ら
、
話
し
合
い
を
積
み
重
ね

て
、
妥
協
点
を
見
い
だ
し
て
い

く
と
い
う
や
り
方
で
す
。

調
停
で
話
し
合
い
が
ま
と
ま

れ
ば
、
そ
の
内
容
を
調
停
調
書

に
記
載
し
ま
す
。
調
停
調
書
に

は
、
判
決
と
同
じ
効
力
が
あ
る

の
で
、
相
手
方
が
、
そ
の
約
束

を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
強
制

執
行
に
よ
っ
て
、
目
的
を
実
現

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

双
方
の
意
見
が
対
立
し
て
合

意
が
で
き
な
い
場
合
や
、
相
手

方
が
調
停
の
呼
び
出
し
に
応
じ

な
い
と
き
は
、
調
停
不
成
立
と

な
り
、
あ
と
の
解
決
は
、
訴
訟

で
判
決
に
任
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

INRORMATION
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俳句短歌詩 新
し
き
世
紀
の
夜
明
け
実
万
両
　
　
　

西
　
初
　
石
　
増
山
　
達
雄

七
十
は
老
い
の
序
の
口
薬
掘
る
　
　
　

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

そ
れ
な
り
の
落
葉
の
愁
ひ
掃
き
寄
せ
る
　
　
野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

一
列
に
笑
顔
の
園
児
秋
桜
　
　

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

海
風
を
受
け
て
ま
っ
か
に
柿
熟
る
る
　

前
　
ケ
　
崎
　
松
原
　
三
歩

【
評
】
一
句
目
　
愈
二
十
一
世
紀
の
夜
明
け
で
あ
る
。
戦
争
の
世
紀
か
ら
平

和
・
自
然
と
の
共
生
の
歴
史
が
は
じ
ま
る
。
新
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
実

万
両
が
そ
の
門
出
を
祝
う
。
二
句
目
　
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
は
七
十
は
老
い
の

入
口
。
青
春
の
気
を
養
う
熟
年
の
到
来
で
あ
る
。
薬
掘
る
に
自
戒
の
念
が
こ

も
る
。
三
句
目
　
非
常
に
繊
細
な
歌
読
み
の
心
が
こ
も
る
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

一
節
を
ふ
と
思
わ
せ
る
内
容
に
単
色
の
フ
ィ
ル
ム
が
ふ
と
浮
か
ぶ
。
四
句
目

健
康
な
そ
し
て

刺
と
し
た
園
児
等
の
動
き
を
上
手
に
写
し
た
句
柄
。
コ
ス

モ
ス
の
配
色
が
眩
い
。
五
句
目
　
熟
柿
の
滴
る
よ
う
な
色
合
い
。
も
と
は
海

風
の
な
せ
る
技
と
あ
れ
ば
、
十
分
に
諾
え
る
絵
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

紺
碧
の
浅
間
の
勇
姿
に
見
守
ら
れ
わ
が
四
世
代
揃
う
温
泉（
ゆ
）の
旅

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

掌
に
の
せ
て
欅
の
盆
栽
見
つ
め
お
り
枝
先
の
揺
れ
大
樹
の
ご
と
き

松
　
ケ
　
丘
　
寺
田
　
貞
吉

二
十
曲
峠
の
真
近
に
見
る
富
士
の
美（
は
）し
き
姿
に
息
を
の
む
な
り

若
　
葉
　
台
　
中
沢
き
ぬ
こ

【
評
】
岡
田
氏
　
浅
間
山
の
描
写
、
直
叙
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
情
を
、
か

も
し
だ
し
て
「
い
で
湯
」
の
親
近
感
と
満
足
を
み
た
し
て
い
る
。
初
句
か

ら
結
句
ま
で
を
一
本
の
連
続
で
押
し
て
ゆ
く
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
歌
い

か
た
も
よ
い
。
寺
田
氏
　
枝
先
の
揺
れ
を
大
樹
の
ご
と
く
と
、
感
覚
的
に

捉
え
て
「
盆
栽
の
欅
」
の
即
物
的
表
出
に
広
が
り
が
出
さ
れ
、
重
厚
さ
と

素
朴
さ
で
成
功
し
て
い
る
。
中
沢
氏
　
山
梨
県
河
口
湖
に
近
い
二
十
曲
峠

よ
り
眺
め
る
富
士
山
の
威
容
に
、
眼
を
据
え
な
が
ら
、
五
官
に
触
発
さ
れ

た
感
動
、
羨
望
の
充
実
感
が
、
美
し
く
全
身
を
貫
い
た
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

飽
食
の
夢

西
初
石
　
　
山
田
　
良
光

檻
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に

身
を
横
た
え
て
い
る
獅
子

立
派
な
た
て
が
み
と
は
う
ら
は
ら
に

閉
じ
た
瞳
孔
に
潜
む
哀
し
さ
を
知
っ
た

ひ
と
と
き

ま
ど
ろ
み
の
中
に
泛
か
ぶ
サ
バ
ン
ナ
の
地

果
て
な
く
広
が
る
野
原
を

血
脈
の
た
ぎ
る
肢
体
を
跳
ね
ら
せ

獲
物
を
追
っ
て
走
っ
た

捉
え
た
獲
肉
の
柔
ら
か
さ

夕
べ
　
満
天
の
星
空
の
下

不
確
か
な
明
日
の
た
め
に
眠
っ
た

何
か
が
癒
さ
れ
て
い
た
充
足
の
日
々

囚
わ
れ
て
獅
子
は

今
　
飽
食
の
浅
い
眠
り
か
ら
覚
め

地
を
揺
ら
す
咆
喉
を
続
け
た

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】動物園などで飼育されている大柄の動物の
虚脱した姿に出会うことがありますが、檻にま
どろむライオンの姿からその夢を想像したとこ
ろに作品が成立しています。サバンナの熾烈な
生の現実、その過酷さのなかにこそ野生動物本
来の充実があると、その哀しみの原点を具体的
に捉えたところが良く、抑制した筆致とテーマ
に見合った硬質な表現が活きています。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

まちで今年の抱負や21世紀の夢を聞いてみました。 
家族のこと、仕事のこと、遊びのこと、思いは人それぞれ。 

でも、みなさん明るい笑顔。あなたはどんな21世紀を過ごしますか。 

安原 茂則さん（西初石） 
「草野球をしてます。ことしは
ぜひ、優勝したい」 

川鍋 敦行さん（向小金） 
「平和に暮らせるように環境
を良くしたい」 

渡辺 恵さん（平和台） 
「家族全員が元気に過ごせるように」 

坂本 厚子さん（富士見台） 

平戸 洋一さん（宮園） 
「日々是好日」 

中川 裕子さん（宮園） 
「趣味を見つけて自分の時間
を充実させたい」 

「パソコンに力を入れ、ホーム
ページを開きたい」 

菱沼 　さん（西平井） 

木村 勲さん（南流山） 
「酒が好きだけど飲むのをひかえ
る。身体のことを考えて食事に気
をつける。運動を欠かさない」 

志村 紀子さん（加） 
「テニスとエアロビで健康一番！」 

相田 美和子さん（大字流山） 
「家族みんなが健康でいられればいい」 

犬飼 信二さん（南流山） 
「ホノルルマラソンで完走」 

山下 美幸さん（東深井） 
「アストロ系のワゴン車に乗りたい」 

瀬尾 春美さん（古間木） 
「ことしも元気で、夫婦で旅行
できるのを楽しみにしてます」 

加藤 てるさん（流山） 
「前向きな俳句を作っていきたい」 

服部 昭子さん（三輪野山） 
「海外旅行に行きたい」 

奥田 シロさん（西深井） 
「一人住まいなので、今年も健康に
過ごせれば言うことありません」 

「もっと景気を良くしてほしい。
中小企業は大変だ」 

篠林 昭吾さん（東初石） 

田村 雄大さん（江戸川台西）（左） 
「バスケットがうまくなるようガンバルぞー！」 

西村 海さん（江戸川台西）（右） 
「バスケットの選手になりたい！」 

西賀 雅斗さん（江戸川台西）（中） 
「今、江戸川台フェニックスで特訓中。将来は野球選手！」 

中田 マミさん（宮園） 
「美容師になりたい」 

鈴木 美帆さん（宮園） 
「バイオリンの先生になりたい」 

大橋 早苗さん（東初石） 
「自分の趣味の時間を大切にしたい」 

安井 理恵さん（西深井） 
「親に心配をかけない！」 

蜂谷 幸子さん（東深井） 
「やりたいことを早く見つけたい！ 
お母さんを温泉旅行に連れて行って
あげたい」 

冬木 篤さん（東初石） 
「趣味はクラシックカー。公道ラリー
などクラシックカーのイベントに参加
したいです」 

阿部 敏雄さん（加） 
「子どもと過ごす時間を多くつくりたい」 

「仕事の時間がバラバラなので、
みんなで家族旅行をしたい」 



　21世紀の幕開け。この機会に私たちの住む流山市をもう一度見直してみませんか。21世紀に残し

たい流山の財産、それは人であり歴史であり自然であり、形は様々ですがどれも私たちの身近にある

かけがえのないもの。案外気付かずに過ごしていたひとも多いのでは。ぜひ、このマップを片手に出

かけてみて下さい。流山の新しい一面が見えてくるはずです。 

文化会館の外観 

当時の文化会館内に整えられた神前 当時の思い出を語る柳沢さんご夫婦 

　昭和44年に近隣の市町村に先駆けてオープンした文化会館。固定席1,000席の大ホ

ールを備えた文化施設は、当時としては斬新なもので、「家族そろって歌合戦」や「8

時だよ！全員集合」などTV番組の収録も度々行われていました。結婚式場の設備を整

えていたのも特徴のひとつ。今でこそ結婚式はホテルや専門式場で行われるのが一般的

ですが、当時は自宅で行われるのが普通でした。記念すべき挙式第1号となった柳沢さ

んは「宮司さんや料理に至るまで全部自分たちで手配しなくてはならず大変でしたね。

あちこち歩き回りましたよ。」とアルバムを眺めながら当時を振り返って話してくれま

した。出席者100人を超す盛大な披露宴でしたが、進行は実にスムーズだったとか。現

在、文化会館で結婚式は行われていませんが、多くのイベントに利用され、今も市民の

大切な交流スペースとなっています。 

文化会館 かつては結婚式が挙げられたことも 

醸造業の隆盛を偲ばせる土留め 

　規則正しく並ぶ焼酎のかめ。数にして921個。土をしっかりと押さえ、

立派に土溜めとしての役割を果たしています。「土かかい」と呼ばれる特

徴のある大作家の景観に、道行く人は思わず足を止めます。この土溜めは

終戦後に万上焼酎流山工場より払い下げられたかめを利用したもので、当

時運送業を営んでいた先代が自ら馬車で運び、一つ一つ積み上げて築きあ

げました。当時は大作家以外でも市内に何ケ所か同様のものが造られてい

たそうですが、今もその頃の姿のまま保存されているものは珍しく、貴重

な存在となっています。 

　かめは割れても交換できないので維持するのが大変。最近は車による接

触が破損の一番の原因だとか。「割れた部分にコンクリート詰めるなどを

して保存に努力しています。」と苦笑いの御主人。ものを大切にする心を

伝えてくれます。 

土留め 半世紀前のかめが土を支え続ける 

江戸川湯の外観 

毎日深夜まで丹念に清掃 

市内唯一の銭湯 人と人との温かなふれあい 

　東部野田線江戸川台駅近くの「江戸川湯」市内唯一の銭湯。煙突

が高くそびえるおなじみの外観がなつかしさを感じさせます。砂川

さんご夫妻が江戸川湯を切り盛りするようになって30年以上。「創

業当時は燃料薪で準備や管理が大変でした。」今では薪を使いませ

んが体力のいる仕事であることに変わりはありません。午後2時から

深夜12時までの営業時間を終え、水抜き、清掃などを済ませると夜

中の3時を回ってしまいます。それでもご主人は「銭湯には家庭の風

呂にはない開放感や、人と人のふれあいがあります。これからも多

くのお客さんに喜んでいただけるよう努力していきたい。」と明る

い笑顔。昭和58年、女性客のプライバシー保護などを理由に番台を

廃止しカウンターに変更。人の目を気にせず銭湯を楽しんでもらい

たいというご主人の配慮でした。 

　5月5日の菖蒲湯、冬至の柚子湯のほか、1月2日には朝湯（午前7

時から夕方）を実施。子供の頃利用していた江戸川湯を思い出し、

家族連れでやってくる人も多いそうです。 

金子市之丞の墓 

見事な寄せ木造りの閻魔像 

金子市之丞の墓と閻魔堂 墓を護る閻魔さま 

　江戸時代後期の講談「天保六花撰」に登場する義賊、金子市之丞

は流山市に生まれました。物語には、金持ちの家に盗みに入り盗ん

だ金を貧しい人たちに与える「ビン小僧の金市」として描かれてい

ます。結局最後には捕まり処刑されてしまいますが、その死を悼ん

だ人たちによって生まれ故郷に葬られます。市之丞物語は人気を博

し「天衣粉上野初花」と題し歌舞伎でも上演され、その名を知られ

ました。総武流山電鉄平和台駅近く、市街地の一画の共同墓所。こ

こが市之丞の眠る場所です。市之丞の墓に参ると頭痛が直るとか、

勝負ごとには負けないなどといわれています。 

　また境内には見事な閻魔大王の座像があります。堂内に安置され

た寄せ木造り、極彩色の閻魔像には、安永5年（1776）作の記述

があり墓所の歴史を物語っています。 

江戸川の豊かな恵み 

江戸川の漁師 川魚漁の伝統を守る 

　幼少の頃から江戸川を遊び場に育ち、父親の漁にもついてまわったという奥木さん。今も、「ど

う」、「はり」といった昔ながらの道具を自ら作り、手製の舟に乗って漁に出ます。「若い頃は、

はりを20枚も仕掛けるとたくさん捕れたもんだよ。」昔、漁のポイントを追って1か月余り川をめ

ぐったという奥木さんは、江戸川を知り尽くした大ベテラン。長年の経験で、毎年3月から5月に

かけて江戸川にあがってくるあゆの「におい」がわかるというからさすがです。 

　「子供の頃の江戸川はそのへんの井戸水よりもきれいだったよ。ところが昭和40年代になると

エビ、カニ、ナマズが全滅するほど汚れてしまい、川の水で手が荒れてしまうほどだった。しかし

最近はだんだんきれいになったきて、あゆもずいぶんとれるようになったね。今にもっときれいに

なって捕りきれなくなるかもしれないなあ。」と笑顔で語る奥木さん。下水道処理の発達、農薬散

布の減少など様々な水質改善が実って、江戸川の水は確実にきれいになってきています。 

　江戸川外来魚の繁殖が目立つようになり、漁師歴の長い奥木さんでも時々見たことのない魚が時々

網にかかるといいます。しかしそんな時も専門家に鑑定を依頼し名前を調べるという徹底ぶり。江

戸川に生きる奥木さんの熱意が感じられます。 

「どう」作りの手を休めて漁について語る奥木さん 

　流山は江戸時代からみりんの醸造が盛んです。流山のみりんが隆盛を

極めた背景には江戸川の水運があげられるでしょう。かつて物資の輸送は、

船による水上交通が中心でした。流山で醸造されたみりんは、江戸川の

流れにのって大消費地江戸へと運ばれたのです。船のターミナルがあっ

た加村河岸と流山河岸はたいへん繁栄し、辺りには後に「流山広小路」

と名付けられる繁華街が形成されました。 

　この通りで古くからお店を営むご主人が「松戸や柏、対岸の三郷から

たくさんの人が船でやって来て、このあたりで買い物をしていきました。

何百本ものみりんを乗せて、船が出入りしたのをよく覚えています。」

と子どもの頃の思い出を語ってくれました。 

　かつて河岸から下流へ200メートルぐらい下った場所には、今上落の

常夜灯と呼ばれる石の灯籠があり往時を偲ばせます。今上落とは、江戸

時代の治水事業の一環として利根運河から江戸川に沿って築かれた排水

路で、常夜灯は昭和5年にその終点に建てられたものです。 

兄弟で舟を並べ投網を打つ 

今上落の常夜灯 水運で栄えた流山の証 

住宅街に姿を見せる小山 

赤城山 「流山」の地名の起源となった歴史ある小山 

　10万年前は海の底だった流山。火山の噴火による土砂や火山灰が積も

り次第に陸地へと変わっていきました。生き物が住めるようになったのは

1万年前から2万年前、人が住みはじめたのは8千年前頃といわれています。 

　今から750年程前のこと。この辺りが豪雨に見舞われ、数日後水がよ

うやくひいた時、標高約15メートル、周囲350メートルの小山が突如姿

を現し村人を驚かせました。 

　小山の頂上に建っている「赤城祠碑」に「健長年間（1249～56）大

洪水によって上州赤城山が崩れ、その一部がこの地に流れ着いた。」とあ

りこれが「流山」の地名の由来のひとつの説となっています。 

目つぶしの鴨 鰭ケ崎に伝わるいたずらな鴨の話 

　鰭ケ崎一体は昔は実り豊かな農村地帯で、こんな民

話が残されています。 

　「むかしむかし、鰭ケ崎村はある朝大さわぎになり

ました。せっかくまいた田んぼのもみや野菜の種が何

ものかに食い荒らされてしまったのです。村人たちは

こんな事をした犯人を探し出そうと寝ずの番をします。

真夜中、辺りは静まりかえっています。その時かすか

なもの音が。見ると空から舞い降りてきた1羽の鴨が畑

を荒らしはじめました。なんとか捕まえようとしますが、

鴨はうまく逃げてしまいます。村人たちは鴨を追って

東福寺までやって来ます。村人のひとりが叫びました。

『中門の柱が泥んこだ。彫物の鴨の足も真っ黒だ。』

実はこの鴨、中門に彫られている鴨ではありませんか。

村人はこれ以上いたずらをしないように彫物の鴨の目

に釘を打ってつぶしたという事です。」 

　東福寺の中門にはこの民話のモデルとなった、左甚

五郎作と伝えられる木彫りの鴨が残されています。 

今はおとなしい目つぶしの鴨 

1m前後の堀 

3m前後の土手 

■松ケ丘地区野馬土手断面図 

野馬土手 馬の放牧地だったなごり 

　かつて流山近辺には江戸幕府直轄の馬の放牧地が広がって

いました。その放牧された馬が、民家や田畑に入り込まない

ように柵の役割をしたのが野馬土手（野馬除土手）です。別名、

野馬掘ともいわれ、屋敷や田畑との境のためのほかに、牧と

牧の区割りのためにも築かれました。高さ3メートルほどの土

手と深さ1メートル前後の掘から成り、今も市内各所に残され

ています。中でも松ケ丘地区のものは保存状態も良く、貴重

な遺跡として整備され市民に親しまれています。 

当時の形を保つ野馬土手の跡 

●東深井地区公園 

●北部市民プール 

常磐自動車道 

●柏の葉公園 

●森の図書館 

江戸川台駅 

市内唯一の銭湯 

野馬土手 

土留め 

初石駅 

常磐新線 

●保健センター 

●流山郵便局 

流山新市街地駅（仮称） 

東武野田線 

●成顕寺（弁財天） 

豊四季駅 

●第2コミュニティ 
第1コミュニティ 

●春山寺（布袋尊） 

●第3コミュニティ 

●清瀧院（寿老人） 

●東部市民プール 

JR常磐線 

南柏駅 

野馬土手 

ムルテルの碑 
● ●運河水辺公園 

運河駅 

●総合運動公園 

流山運動公園駅（仮称） 

●県立青年の家 

総武流山電鉄 

目つぶしの鴨 

鰭ケ崎駅 

小金城跡駅 

●雷神社 
（おびしゃ行事） 

南流山駅（仮称） 

南流山駅 

●河川敷野球場 

赤城山 江戸川の漁師 

流山橋 

平和台駅 

●東福寺 

三郷駅 

閻魔堂 
常夜灯 

流山駅 

文化会館 

流山市水道局● 

流山市民プール● 

文化会館 

●中央図書館・博物館 
●葛飾県印旛県史跡 

市役所● 

流山駅 ●近藤勇陣屋跡 

閻魔堂 

平和台駅 

●長流寺（恵比寿） 

●一茶双樹記念館 

●流山寺（大黒天） 

赤城山 

●流山市消防署 

江戸川 ●北千葉広域水道企業団浄水場 

●茂侶神社（ヂンガラ餅行事） ●市野谷の森 

●流山警察署 

●西栄寺（福禄寿） 

流山インターチェンジ 

●上耕地運動場 

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路 

●福性寺（毘沙門天） 

利根運河サイクリング道路 

流山工業団地 

げんき村キャンプ場● 

当時の面影を今に残す常夜灯 


